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業界の動き業界の動き
●情報連絡員からの景況報告の概要

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）

業界からの報告業界からの報告▶データから見た

●DI値 ▲4（前年同月比＋6）
●業種別DI値
　製造業 ＋5（前年同月比＋15）
　非製造業 ▲10（前年同月比±0）
●前月比DI値
　製造業 10ポイント改善
　非製造業 7ポイント悪化

●DI値 ▲12（前年同月比±0）
●業種別DI値
　製造業 ▲5（前年同月比＋15）
　非製造業 ▲17（前年同月比-10）
●前月比DI値
　製造業 10ポイント改善
　非製造業 4ポイント悪化

●DI値 ▲6（前年同月比＋6）
●業種別DI値
　製造業 ▲5（前年同月比＋15）
　非製造業 ▲12（前年同月比▲5）
●前月比DI値
　製造業 15ポイント改善
　非製造業 5ポイント改善
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伊奈 善一郎 氏山梨県農業機械商業協同組合　理事長
（株式会社マイサン農機　代表取締役）　

　私は高校卒業後に縁あって農業機械の販売店に就職、その後、三菱重
工名古屋製作所で農業用トラクタの研究や試作に携わり、専門技術を習
得しました。昭和54年に独立、㈱マイサン農機を設立し、現在、38年目と
なります。
　山梨の農業は、明治以降盛んであった養蚕が戦後徐々に果樹などへの
転作が進み、畑地利用の形が変わり始めると同時に、急速に人力から農
業機械を利用した農業への転換が進みました。時代と共に農業の形態が
大きく変化していく中で、農業機械はなくてはならないものとなりました。
　現在の稲作用農業機械（田植機、コンバイン等）、果樹用機械（スピード
スプレーヤ、トラクタ等）などは日々性能が進歩し、新機種が販売されて
います。こうした変化の中で、農家が必要としているものは何か、望んで
いることは何かを常に考え、お客様にとってより良い環境を作ることを

心がけて販売や修理に取り組んでいます。
　近年問題となっているのは、就農者の高齢化や新規就農者の不足、耕
作放棄地の拡大です。ぶどう、桃、すももの産地としての山梨県の地位が
危うくなっています。就農者が安心して農業に取り組んでもらえるよう
に安定した農産物の増産と収入が確保でき、現在の耕作地が維持してい
けるよう、国、県、市が連携して今で以上に支援していくことが必要だと
思います。
　農業は「食の維持と安全」だけでなく、「環境の保全」といった地域に深
くかかわる重要な役割を持っています。その農業に少しでも貢献できるよ
う、私たちは農業機械を通して食の生産に係わる仕事のお手伝いが出来
ることを誇りに、組合員全員がその責任を自覚し地域に密着したサービス
活動で地域社会に必要とされる農業機械の専門店として頑張り続けます。
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　平成29年7月の山梨県内の全業種のDI値は、前年同月比で収益状況は不変だが、
売上高、景況感共に6ポイント改善した。
　前月比で比較すると売上高は不変だったが、収益状況は2ポイント、景況感では12
ポイントそれぞれ改善する結果となった。
　この大きな要因は、IOTをはじめ自動車産業、医療機器等の製造分野においても
半導体市場が活発に動いていることが考えられ、この状況はしばらく続くと予想さえ
ている。
　一方、非製造業においては人手不足から受注を控える動きもあり、売上及び収益
状況共に厳しいとの意見が多く、改善は直ぐには見込め無いと考えられる。
　人材不足は、非製造業のみならず製造業においても課題と捉えられており、
それぞれの分野に精通した人材や専門的な技術者の不足は今後さらに顕著となり、
売上、収益、景況感がこのまま改善に向かうかは不透明である。
　また、宿泊業界など県外大手資本が参入してきている業界もあり、新たな客層の
開拓を模索しているとの報告もある。
　経営資源の限られる中小企業者は、中小企業組合に代表される連携組織の機能を
活用して不足する経営資源を補い、直面する経営課題に共同で取り組むことが、効果
的である。共通する課題解決の糸口が組合活動から生まれるよう、中央会として提案
を行っていきたい。
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■製造業
●食料品（水産物加工）／ギフト関係は低調。
業務用食材の売上も改善されず、全体の売
上は前年同月比で92%。

●食料品（洋菓子製造）／自社製品（専門店、
量販店及び輸出向け）は前年比100.3%。
OEM製品で冷凍ケーキは低調であったが、
焼き菓子が前年同月比105.4%と順調、全
体の売上は前年同月比102.2%と前年並み。

●食料品（パン・菓子製造業）／6月に引き続
き7月も売上は前年同月比より7%増加。9月
からの繁忙期に人材確保が課題。

●食料品（酒類製造業）／7月の降雨量が少
なく、ワインの原料であるブドウの出来が心
配。

●繊維･同製品（織物）／ネクタイはクールビス
の影響から追加の受注なし。傘地は少雨の
影響から受注がない。

　織物の産地を形成していく上で必要な準備
工程（染色･整形･撚糸等）を担う技術職の
高齢化が課題。

●繊維･同製品（アパレル）／大手アパレルメ
ーカーの売上不振が拡大し、業界全体の売
上も下降気味。

●木材・木製品製造／輸入木材の一部が8月

より値上げとなるため、国産材料の売価も値
上げにつながるよう期待。

●家具製造／雇用人数は変わらないが、組合
員各社ともに人材確保と定着が課題。

●窯業・土石（山砕石）／生コンクリート製品価
格の低下しているのに対し、材料である骨材
価格は変動がないため、今後の影響を懸念。

　売上は前年同月比から微増。業界の景気悪
化傾向は改善していない。

●鉄鋼・金属／国内の自動車部品、半導体部
品の受注が増加傾向。

●一般機器／業界の景気は穏やかに回復傾
向。電子部品・半導体市場の好景気は続き
自動車関連も回復傾向。輸出はEU向けが
順調なのに対し、中国向けは減少傾向。

●電気機器／比較的安価な量産品を扱う大
手メーカー（県外）の参入があり、低価格の
競争が懸念される。

●電気機器／航空機関連は取引は低水準で
推移しており、半導体製造関連は高水準。
今後も続くと考えられる。

●宝飾(貴金属)／7月に開催した組合の展示
会では、前年度比較では来場者、販売数量
は共に同等であったが、売上高は減少。

■非製造業
●卸売（紙製品）／中国市場からの急激な引
合により価格の高騰に併せ仕入れ競争も激
化し、増収には至らなかった。

●卸売（ジュエリー）／7月・8月は閑散期であ
り、秋から冬にかけての流通に期待。

●小売（青果）／高温・少雨により野菜等の出
荷量が減少したため、売価が高騰。売上高
は前年同月比から1.4%減少。

●小売（食肉）／国産豚の出荷頭数が減少し、
やや高めの仕入相場で安定している。売価
も高騰しているが収益増には至らなかった。

●小売（その他）／官公需における発注件数、
納入数が減少した。小売では県外企業、通
信販売業者、大手デパートなどの参入があ
り価格競争が厳しい。

●小売（石油）／小売価格は安定。慢性的な
人材不足が課題。

●宿泊業／県外大手資本のビジネスホテルの
オープンが近づく中で、今後、売上の確保や
販売価格、サービス内容の見直しなど検討
を行っていく必要を感じている。

●美容業／猛暑によりカット希望者が多い。ま
たエステ、メイク、ネイル等の人気。男性も髪
や眉等の手入れに敏感になっているため入
店客数は増加。

●警備業／前年同月比から売上は増加。警備
料金の引き上げがあったが、警備員に対す
る会社負担も増加し、収益増にはつながって
いない。

●建設業（総合）／県内公共工事動向は、前
年同月比で件数13%、請負金額は32%そ
れぞれ減少。7月末までの累計では件数は
4%、請負金額は17%減少。今後さらに厳し
い状況が予想される。

●建設業（型枠）／前月に引き続き工事量が
増加。一方工事単価は上がらず、人件費と
材料費の高騰から収益増にはつながらな
い。

●建設業（鉄構）／工事量や稼働率も企業格
差に広がりが出てきている。

●設備工事（電気工事）／個人事業主の高齢
化から廃業につながる事例が年々増加。

●設備工事（管設備）／工事量の減少から売
上は49.5%、収益では35.2%悪化。経営者
及び技術者の高齢化から、事業及び技術・
技能の継承が課題。

●運輸（タクシー）／甲府駅北口イベント広場
のビールイベントでタクシー利用者増が期待
したが、悪天候のため来場者が少なく乗客
数が少なかった。


